
強引な勧誘 

学会の場合、法華経及び日蓮の教えは正しく、その教えを啓蒙している学会はもちろん正しいの
で学会員の学会活動も正しいという考え方です。また、学会の考え方を伝えることは自分自身を
鍛えるための修行になるというのが学会の教えでもあります。学会において勧誘のことを折伏と
いいます。折伏とは法華経の正しい教えを広めることであるので、折伏をするとは正しいことで
なおかつ功徳が得られるとされます。つまり、学会員の理屈に従えば、自分達の考え方及び、その
考えを他人に啓蒙することは正しいこととなっています。ここを履き違えた会員は非常に強引に
勧誘してきます。学会員と一般人とのトラブルの原因の大半はこの考えにあると思われます。こ
の多様な価値観が認められている社会において、唯一絶対の価値観を持ち込んでくるとトラブル
の原因になるのは明らかですから。 

聖教新聞の勧誘や選挙活動にも同じことが言えます。 

また、学会員は学会の敵には容赦しません。以前、言論妨害事件において出版を妨害された学会に
ついての本である”創価学会を斬る”の著者である藤原弘達氏が亡くなられたときの話ですが、
氏の葬式の日には学会員からなんとダンボール２箱分もの”祝電”が送られてきました。一般常
識ではちょっと考えられないことですね。 

この故人の葬式に祝電を送るような会員の存在を許す（もしくは学会の指導なのか）団体の考
え方が正しいのか疑問です。また、その考え方を折伏という形で強引に押し付けてくるのはトラ
ブル以外の何者でもないのではないでしょうか？ 

邪宗 

数年前まで学会では他宗は全て邪宗という認識でした。学会員は初詣に行かない、鳥居をくぐっ
てはならないといった話はよく耳にします。これは日蓮の”御書”の中の四箇格言に由来する考
え方なのですが、ここで大事なことは、他宗派を認めない考え方を日蓮が説いているということ
です。学会においては日蓮を大聖人として信奉の対象にしており、その教えは絶対です。その日蓮
が他宗派が邪宗であるといっているので学会の教えも他宗派が邪宗となります。 

この考えから、学会が他宗教に対して非常に排他的になってしまうことが理解できると思いま
す。この考えが正しいと教え込まれた会員が、折伏のときに強引に相手の家に押しかけ、神棚を破
壊したり、他人の葬式のときに無理矢理出席し、死相がどうのこうのであると、遺族の感情を無視
した発言をしてしまいます。さらには、神主や僧侶というだけで邪宗を広めているといって、学会
員から石を投げつけられたりした方々もいらっしゃるようです。ここまでやるようになると”バ
リ会員”と呼ばれます。 

功徳・仏罰・信心 

功徳とは良い行いをした報いで、仏罰とは仏から受ける罰のことであり、信心とは信仰心のこと
です。これらの言葉は仏教用語なので一般人には聞きなれませんが、学会においては日常よく使
われる単語です。例えば、学会活動をすれば功徳が得られ、学会を辞めようとすると仏罰が落ち
る、学会に疑問を持ったりすると、信心が足りないから。と、これらの単語を、言葉のアメとムチと
して恣意的に使うことで、会員を学会にとどめておくのに非常に便利な言葉になります。 

脱会 

学会では法華経の信仰をやめたり、脱会した者は転退者と呼ばれ非常に罪深いとされています。
また、転退すると仏罰が落ちるという言われ方もされます。もし、学会活動に対して疑問なりが生
じ、退会したいと考えたとき、周りの学会員が退会を思いとどまらせるために説得をするとしま
しょう。このときの説得には、脱会すると仏罰が落ちるぞ等がよく使われます。仏罰がどうこうと
一般人が言われてもあまりピンと来ない言葉ですが、それまで法華経及び日蓮を信仰してきた人
にとっては大きな不安と恐怖であることでしょう。さらに、聖教新聞の寸鉄には”脱会者はのた
れ死ぬまで攻め抜け”というような内容が見られます。脱会希望の会員が、仏罰の不安や恐怖に
打ち勝って退会を決意した後に、”のた死ぬまで攻め抜け”の姿勢で来られたらたまったもので



はありません。また、のたれ死ぬまで攻め抜けという学会の教えなのですから、バリ会員になると
脱会者には容赦ありませんし、これらの恐怖を乗り越えて脱会したとき、いたずら電話程度の嫌
がらせを受けた程度では可愛いものです。誰にも教えていない引越し先がなぜか学会側に知られ
ており、せっかく引っ越した先でまた同様の嫌がらせを受けるはめになった等の話もよく耳にし
ます。 

財務 

創価学会の場合、お布施等の浄財を財務といいます。財務は一口１万円から金額を自分で決める
ことができ、年末のある期間に銀行振込みの形で行われます。金額が自分で決められるから安心
だ、というわけには行かないのが創価学会という組織の巧妙なところです。集団心理を巧みに利
用してきます。よく言われることに”年収１００万円の人が財務に１０万円だすと功徳になり、
年収１０００万円の人が１０万円では功徳にならない。それは年収１００万円の人の１０万円
は、苦しい生活の中で必死に頑張って出したお金であり、真心がこもっている。一方の年収１００
０万円の人にとっての１０万円は、年収１００万円の人ほど頑張ってないので、功徳は得られな
い”という理屈らしいが、このように言われたら、年収１０００万円の人は、財務に１０万円しか
出さずにいられるのでしょうか？このとき、もし１０万円だけしか財務しなければ、功徳が得ら
れないのみではなく、周りから”あいつは真心が足りてない”などと思われることを恐れるので
はないでしょうか？ましてや幹部ともなれば率先してある程度の財務をしていなければ、下の会
員に示しがつかないので、非常に肩身の狭い思いをしてしまうというケースもあります。会員を
このような心理状態に持っていくと、勝手に数百、もしくは１０００万以上の財務を敢行する人
がでてくるというわけです。この状態は傍から見ていると”財務合戦”という言葉がぴったりと
あてはまります。しかも、この財務は公表されていません。ですから、これらの浄財が何に使われ
ているか一般人のみならず、お金を出している会員にすら知らされていません。現行の宗教法人
法では財務内容を公開する必要はないことになっているので仕方ないこともありますが、聖教新
聞等の刊行物や墓苑事業等の売り上げを含め、年間４０００億円とも推測される巨額の金が、不
透明性を持って日本経済に浸透しているという厳然たる事実です。このことについて警鐘を鳴ら
すとともに、宗教法人法の改正も議論すべきであります。 

財務内容 

上で書いたように財務内容は公表されていませんが、金額はおおよそ２～３０００億円程度であ
るとされ、そのほかに、聖教新聞等の刊行物の売り上げ等もあります。聖教新聞は日刊、月極めで
１,８８０円、この発行部数は５５０万部なので、年間の売り上げは１０００億円以上になりま
す。そのほかの事業もあり、財務とあわせて合計で年間４０００億円程度に上っていると推測さ
れています。そして、学会の資産は、会館等の固定資産が約９兆円、現金資産約１兆円、合計１０兆
円と途方も無い金額になっています。しかも、宗教法人において税金は優遇されています。財務と
いった寄付には課税されません。さらに、出版や墓苑事業の収益事業については課税対象になり
ますが、これらも優遇措置が取られており、会社といった営利法人と比較するとはるかに安い税
金で済みます。このように巨額の資産を持ちながら、法律面では優遇されているです。学会をみて
いると、宗教法人とは効率の良い集金システムであると思えてきます。創価学会は日本で最も大
きな宗教団体で、資産も多く持っています。それに加えて税金面でも優遇されているとなると、現
行の宗教法人法はざる法であるといわざるを得ません。財務内容を公開するように改正するべき
です。宗教団体がやましいことにお金を使うはずがありませんので、公開してもなんら支障は無
いと思います。 

参考：法人税 

宗教団体はその公共性から、学校や博物館などと同じ公益法人に属します。この公益法人は、自身
のもつ公共性により、公共的な利益がその活動によって社会に還元されるという考え方から、会
社などの営利法人に比べて税率が優遇されています。優遇の内容は、まず、お布施等の寄付は非課
税、つまり税金がかかりません。しかし、このお金が職員の所得になれば所得税がかかります。ま
た、公益法人が会社のような収益事業を行うとき、一般の営利法人の税率は純利益の３０％なの
に対して公益法人は２２％で済みますが、その前に利益の２０％をみなし寄付金として寄付する
ことができます。具体的には、営利法人と公益法人がそれぞれ出版業を行い、１００万円の利益を
上げたとしましょう。このときの税金は営利法人ならば純利益の３０％なので３０万円となりま
す。一方公益法人は、まず２０％が寄付でき、残った利益に対して課税されるので、まずは１００



万から寄付の２０万を引いて８０万、このうちの２２％が税金となるので、１７．６万円が収め
るべき法人税となります。 

聖教新聞啓蒙及び聖教新聞紙面上での執拗な個人中傷 

学会の活動の一つに聖教新聞の啓蒙があります。学会において、聖教新聞は現在の御書（手紙）
という位置づけです。この考えから、会員一人一人が聖教新聞をとるといういわゆる”my聖教運
動”（池田先生からの手紙を一人一人が受る）なるものが昨今行われており、この運動がさらに
会員の経済を圧迫しているようですが、それはさておき、この活動においても例のごとく功徳が
得られるといわれているので、会員は頑張って啓蒙します。中にはノルマのようなものがあり、会
員にハッパがかけられているような話も聞きますが、一方ではそんなものは無いという話も聞き
ます。ノルマがあるかは定かではないのですが、一人の会員が、聖教新聞を一度に複数部とった
り、非学会員の友人等に頼んで取ってもらったり、中には新聞代は会員もちというのもあり、この
ことを考えると、新聞啓蒙のために内部で何かしらハッパがかけられているのは確かです。 

この新聞の内容なのですが、一般人にも勧めるのでさぞかし素晴らしい内容なのだろうと思って
見てみると、特に４面にある座談会では、今まで学会を裏切った（とされている）人たちや学会
を破門した日蓮正宗の安部日顕氏への誹謗中傷が満載です。少し前の公明党委員長に竹入氏がい
ました。氏は55年体制のさなか、自民党と社会党にはさまれた難しい局面において、委員長として
公明党を支え続けた功労者です。政界引退後、竹入回顧録を朝日新聞に連載したことでも有名で
すが、氏が議員を引退してまもなく皇室から日中関係の改善を評価され、勲一等の勲章をもらい
ました。しかし、今では４面の座談会でつるし上げられている人たちの筆頭です。また、裏切り者
と呼ばれているのに、裏切った理由がはっきりしません。支持者を裏切ったとか、海外で宝石を大
量に買ったといった内容ですが、この程度の理由で公明党と創価学会を守り抜いた功労者をあそ
こまで批判する理由となるのか疑問に思います。それに、もし聖教新聞の内容が正しいとして、そ
んな人を委員長に選んでいた公明党って一体何なのでしょう？長らく公明党、創価学会のために
尽くしてきたのに、大した理由もなしに突然手のひらを返したように裏切り者呼ばわりされる。
この原因は何なのでしょうか？やはり、自分がもらっていない日本の勲章をもらった竹入氏への
池田氏の嫉妬しか考えられません。 

いずれにしても、この聖教新聞４面の座談会で竹入氏のような内部の人を叩くことは、学会幹部
のみならず、公明議員への見せしめ及び、内部の引き締めという側面があります。特に、オウム真
理教を例にとればわかりやすいのですが、学会のような外への攻撃性を持った宗教では、常に敵
を作り続けていく必要があります。その敵を作り出し攻撃することで会員はより学会及び池田氏
への依存を強めていくというわけです。 

聖教新聞内のそのほかの内容は、池田会長がどこどこの大学から名誉教授を顕彰された、といっ
た内容があります。おおよそ１週間に一個のペースでもらっているようです。しかし、おかしなこ
とに全て海外の勲章です。実は池田先生は日本国内では勲章をもらっていないのです。唯一の受
賞は富士宮市の名誉市民だけですが、この街には、学会の富士美術館があるということは考慮に
入れるべきでしょうか･･この日本の勲章をもらってないことについて学会員の言いぶんは、日本
人は島国根性をもっているので、様々な国、大学から勲章や名誉市民、名誉教授の称号をもらって
いる池田先生の偉大さがわからないから、とのことです。そういえば、池田氏に名誉教授の称号を
与えた韓国の大学の学長が、寄付の見返りに与えたと発言してましたね。果たして我々日本人は
島国根性を持っているのために池田氏の偉大さがわからないのでしょうか？ 

それよりも、思い切って池田氏がもらった勲章の数をギネスブックに登録を申請してみましょう
か（苦笑 

まあ、しかし、この勲章についても聖教新聞４面の個人攻撃と同様に 
池田氏の権威付けという効果があります。 

これらの問題点についての対策 

創価学会は戦後急激な成長をしました。この躍進の原動力は婦人部です。なぜなら、学会を信じた
おばちゃんは一直線に突き進ｍ（ｒｙ 
いやはや、もし婦人部を相手に議論するなんて考えるだけで背筋がぞっとしますよね。触らぬ婦



人部に祟り無しですか（苦笑 
しかし、裏を返せばこの世のおばちゃんたちが学会の敵に回ると、学会にとってはこれ以上の脅
威は無い、ということでもあります。世間話で学会の悪印象を広められたらたまったものではあ
りませんからね。それだけならまだしも、自分の夫や子供にも話をするのでその影響は計り知れ
ません。そうです、学会のことをおばちゃんたちに広めるのです。そのために学会のことを週刊新
潮等の週刊誌のみではなく、女性自身等の女性週刊誌にも取り上げてもらいましょう。 

基本的な対策は人材の供給を絶ち、脱会者を増やすことで、学会の規模を縮小してしまうことで
す。一度人が抜け出すと、どっぷりと学会にのめりこんでいない会員達は、雪崩を打ったように脱
会の連鎖を起こすでしょう。もちろん問題も残ります。オウムのように決して脱会しない人も居
ると思いますし、何より資産の額が大きすぎです。 

韓国ＳＧＩの韓国国内における反日運動 

SGIとは創価学会インターナショナルの略で、学会の海外布教のための団体です。このSGIは国ご
とにわかれており、例えばアメリカ国内においてはアメリカSGIと言われています。お隣の国、韓
国にも創価学会はあり、韓国SGIと呼ばれます。 
今現在、韓国国内において反日感情が高まっており、ことあるごとに反日のデモを行ったりして
います。このデモに、なんと元々日本の宗教である韓国SGIがこの反日活動を先導しているとい
う衝撃な事実が発覚しています。韓国で会員数を増やしたいなど理由はなんにせよ、これはSGI
が韓国SGI自身のために、日本という国を売っていることには違いありません。韓国SGIのこの行
為に当のSGIの代表はどのように考えているのでしょう？反日感情を増長させ、日韓関係にひず
みを作っておいてなお世界平和などという詭弁を吐き続けるのでしょうか？創価学会の言う世
界平和なんてまやかしに聞こえます。


